
 

 

 

 

令和８年度長崎県指定管理鳥獣捕獲等事業実施計画 

（ニホンジカ） 
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令和９年３月 31日まで 
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1 背景および目的 

近年、ニホンジカによる農林業等の被害が全国的に問題になっている。更に、ニホンジ

カが高密度で生息する地域においては、自然植生の衰退や土壌の流亡など生態系への被

害も報告されている。 

本県においても、対馬や五島列島などのニホンジカの生息地では、ニホンジカの食害に

よる農林業被害、交通事故や庭木の食害等の生活被害が発生している。加えて、ニホン

ジカの高密度生息地域では下層植生の衰退やそれに伴う、土壌流亡、他の動植物への影

響など、生態系被害が深刻化している。 

このため、長崎県では、平成 29 年 4 月に第二種特定鳥獣（ニホンジカ）管理計画を策

定、令和 4年 4月に改訂し、捕獲対策に取り組んでいるところであり、計画の目標を達

成するため、捕獲が足らざる地域を中心にニホンジカの集中的な捕獲を推進する。 

 

 

2 対象鳥獣の種類 

ニホンジカ 

 

3 指定管理鳥獣捕獲等事業の実施期間 

実施区域名 実施期間 

対馬地区 令和８年９月～令和９年３月 

 

4 指定管理鳥獣捕獲等事業の実施区域  

実施区域名 住所等 選定理由 他法令等 

壱岐対馬国定

公園区域（棹

崎区域）及び

その周辺（対

馬固有の自然

生態系を有す

る 地 域 を 含

む） 

対馬市上県

町 

・壱岐対馬国定公園区域及びその周

辺で、国定公園利用施設（歩道・園地）

が設置されているほか、ツシマヤマネ

コをはじめとする希少な野生動植物

の生息生育が確認され、千俵蒔山は重

要里地里山にも指定されている。 

・シカが高密度に生息しており、食害

により下層植生が衰退し土壌流亡等

が発生している。 

・希少種を含む植生の保全・復元と、

国定公園利用環境の改善、全島的な適

正頭数の実現を目的に、重点的な捕獲

事業の実施が必要である。 

壱岐対馬国定公

園 

棹崎鳥獣保護区 

千俵蒔山特定猟

具使用禁止区域

（銃） 

佐護鳥獣保護区 

ライフル銃の使

用禁止区域（特定

ライフル銃を除

く） 
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事業実施区域図（黄色部分：壱岐対馬国定公園区域） 

棹崎区域 
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5 指定管理鳥獣捕獲等事業の目標  

実施区域名 指定管理鳥獣捕獲等事業の目標 

壱岐対馬国定公園区域

（棹崎区域）及びその周

辺（対馬固有の自然生態

系を有する地域を含む） 

選定した区域内において、有害捕獲等が不足している場所や

生息密度が高い場所で可能な限り捕獲圧を高める。 

 

6 指定管理鳥獣捕獲等事業の内容 

(1)捕獲等の方法 

1)使用する猟法と規模 

実施区域名 使用する猟法 捕獲等の規模 

壱岐対馬国定公

園区域（棹崎区

域）及びその周辺

（対馬固有の自

然生態系を有す

る地域を含む） 

わな猟（くくりわな） 

わなの設置基数等は受

託者と調整のうえ決定

する。 

 

2)作業手順 

【事前調整】 

 事業の受託者等は、聞き取りによる目撃情報、痕跡調査、センサーカメラ調査、ライ

トセンサス調査等を実施して、捕獲の可能性が高い地点を抽出する。また、対象となる

場所の捕獲安全性についても把握する。 

【関係者との調整】 

長崎県は、実施区域内の住民等に対して事前の周知を行い、合意形成を図る。 

【捕獲等の実施】 

長崎県は、本計画に基づき、認定鳥獣捕獲等事業者等に事業を委託し、捕獲等を実施

する。 

【安全管理】 

長崎県は、受託者が下記の安全管理を講じるよう適切に監督する。 

①安全教育、訓練等の実施 

②安全管理体制の構築 

③安全管理対策の実施（第三者及び従事者） 

【捕獲等をした個体の回収・処分方法】 

受託者は、地形等の関係から回収不能の場合を除き、捕獲した個体は適切に処理する。 

また、捕獲事業に支障のない範囲において、ジビエ等の利活用を図る。 

【錯誤捕獲への対応方針】 
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受託者はニホンジカ以外の獣が捕獲された場合は、放獣する。ただし、本県において

第二種特定鳥獣に位置付けているイノシシが捕獲される場合に備え、予めイノシシにつ

いての捕獲許可（目的：個体数調整）を取得し、捕獲した場合はニホンジカ同様に回収、

処理する。 

当該地域はツシマヤマネコの生息域であることから、くくりわなによる錯誤捕獲が発

生しないよう、事前調査や 1 日 1 回以上の見回りの実施によりツシマヤマネコの痕跡

情報を収集し、錯誤捕獲のリスクが高いと判断される場所へのわなの設置を行わないこ

とや万が一錯誤捕獲が発生した場合でも、ツシマヤマネコへの影響を低減できるよう使

用する機材の調整（内径が 3cm 程度になる位置に締め付け防止金具を措置する等）を

行う。また、錯誤捕獲された場合には、環境省対馬野生生物保護センター等関係機関に

速やかに連絡し救護等の対応について指示を受ける。 

【捕獲情報の収集及び評価】 

長崎県は、受託者から、捕獲数（雌雄別）、捕獲場所、捕獲個体のサイズ等を収集し、

専門家等の意見も踏まえ、事業評価を行う。 

 

 

 (2)捕獲等をした個体の放置に関する事項（実施する場合に限る。） 

実施しない。 

 

(3)夜間銃猟に関する事項（実施する場合に限る。） 

実施しない。 

 

7 指定管理鳥獣捕獲等事業の実施体制 

【実施主体】 

長崎県 

【実施方法】 

委託 

【委託の範囲】 

指定管理鳥獣の捕獲 

【想定される委託先】 

民間事業者を想定 

（認定鳥獣捕獲等事業者又は、法人であって認定鳥獣捕獲等事業者と同等以上の技能

及び知識並びに安全管理を図るための体制を有し、委託しようとする指定管理鳥獣

捕獲等事業を適正かつ効率的に実施できると認められる者） 

 

8 住民の安全を確保し、又は指定区域の静穏を保持するために必要な事項 

(1)住民の安全の確保のために必要な事項 
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・受託者は、地域住民や関係者に対し事業内容に関して十分な周知を行い、事故等の発

生が無いよう万全を期す。 

・受託者は、止め刺し等で銃器を使用する場合は、事業実施区域周辺に注意看板等を設

置することで実施区域に入る可能性のある住民の安全を確保する。 

・受託者は、わなを使用する場合は、わな本体及び周辺の見やすい場所に標識、注意看

板の掲示を行う。  

・受託者は、地域住民などから捕獲に際し苦情を受けた場合には速やかに県に報告する

ものとする。 

・捕獲従事者間の意思疎通を密に行い、作業実施日の現場の状況について十分に把握す

る。 

 

(2)指定区域の静穏の保持に必要な事項 

社寺境内や墓地では、捕獲は行わない。 

 

9 その他指定管理鳥獣捕獲等事業を実施するために必要な事項 

(1)事業において遵守しなければならない事項 

・受託者は、止め刺し等での銃器の使用に当たって、銃砲刀剣類所持等取締法や火薬取

締法などの関係法令を遵守し適切に使用する。 

・受託者は、無線機器の使用に当たっては電波法令を遵守し適切に使用する。 

・受託者は、捕獲業務を行うに当たって届出や許認可が必要な区域で業務を行う場合、

法令に従って事前に管轄機関に対し手続きを行う。 

 

(2)事業において配慮すべき事項 

・受託者は、捕獲個体の処分はできるだけ生態系に影響のないよう配慮する。 

・受託者は、止め刺し等で銃器を使用する場合、鉛中毒被害が生じることを防ぐため、

非鉛弾を使用するよう努める。 

・長崎県及び受託者は、捕獲個体を食肉として利活用できる場合は、積極的に協力する。 

・受託者は、捕獲業務が履行されたことの証明として、捕獲の証拠物（捕獲個体全体と

捕獲者が写った日付入り写真、捕獲個体の尾）を長崎県へ提出する。また、捕獲個体

の他事業（対馬市が実施する有害鳥獣捕獲等）への流用を防止するため、捕獲個体に

は尾と両耳をペンキ等で着色し、右側胴体に捕獲番号と捕獲日をペンキ等で記入す

る。 

・受託者は、捕獲個体のジビエ等利活用を行う場合で、食肉処理施設へ持ち込むなどす

る場合には無償譲渡とする。また、長崎県および受託者は、食肉処理施設に対し、本

事業において捕獲された個体を受け入れる場合には、捕獲個体の利活用促進にかかる

補助金等の申請対象に、本事業で捕獲された個体を含めることの無いよう周知する。 
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(3)地域社会への配慮 

長崎県及び受託者は、実施区域、実施日時、実施方法等について、地域社会との軋轢

が生じないよう配慮する。また、鳥獣管理について周知を図り、捕獲等の必要性につい

て理解が得られるよう努める。 

 


